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えひめ海事産業協働コンソーシアム及び愛媛大学工学部海事産業特別コース設置記念
海事産業×地域（海事都市・今治）×大学（愛媛大学）連携シンポジウム2025



（前身）
愛媛大学工学部附属船舶海洋工学センターコン
ソーシアム 2018年6月設置

愛媛大学
愛媛県
今治市
国土交通省四国運輸局
浅川造船株式会社
今治造船株式会社
株式会社新来島どっく
檜垣造船株式会社
潮冷熱株式会社
ＢＥＭＡＣ株式会社
四国溶材株式会社
眞鍋造機株式会社
株式会社伊予銀行
株式会社愛媛銀行
愛媛信用金庫

2024年11月
えひめ海事産業協働コンソーシアムが発足

コンソーシアム構成機関

「えひめ海事産業協働コンソーシアム」発足の経緯



コンソーシアム会議
知事、市⾧、代表取締役、頭取、学⾧ ほか

コンソーシアム運営会議
各社役員、工学部⾧、技術部会⾧

コンソーシアム技術部会
(1) 講義及びカリキュラムへの助言と提案
(2) 交流会等の企画及び講師の選任
(3) 技術的ニーズ及びリカレント教育のニーズの調査
(4) 大学人材の活用（例：共同研究、技術相談、社会人修士等）
(5) 小学生、中学生、高校生等への地場産業に関する教育の企画

工学部および
工学部附属船舶海洋工学センター

・工場見学の実施
・技術部会企画(2)~(5)の推進
・海事関連基礎研究の推進

愛媛県
・経済労働部

企業立地課
・教育委員会
・企画振興部

地域政策課

地域協働推進機構
地域専門人材育成・リカレント

教育支援センター
・リカレント教育の実施支援

2024.11.1設置

今治市
・総合政策部

市民が真ん中課
未来デジタル課

・教育委員会事務局
学校教育課

・産業部
海事都市今治推進課

研究・産学連携推進機構
産学連携推進本部

・産学連携支援

四国運輸局
・海事振興部

船舶産業課

Town ＆ Gown
構想推進会議

(海事産業専門部会)

【愛媛大学】

教育学部
・地場産業教育に関する支援

【えひめ海事産業協働コンソーシアム】

デジタル情報人材育成機構
・ﾃﾞｼﾞﾀﾙ系ﾘｽｷﾘﾝｸﾞの実施支援

社会共創学部
・産業マネジメントに関する支援

理工学研究科
・DX・数理情報の活用支援

（目的）愛媛で学び育った高度エンジニアが、海事産業に携わり、その継続的な発展を支える循環を生
み出すための取組みを、海事産業界、行政及び大学が連携して推進することにより、地域の海事産業の
発展、造船技術の高度化の推進並びに諸課題解決に貢献できる人材養成に資すること

えひめ海事産業協働コンソーシアム



松下技術部会⾧ 横浜国立大学
満行准教授

工学部
水口准教授

教育学部
鴛原教授

ポスターセッションの様子

計26件の研究発表ポスターが並び、産官学からの
参加者による活発な情報交流が行われた



愛媛大学今治キャンパスとしての利用
・学部・大学院生教育
・リカレント、リスキリング教育の拠点
・愛媛大との共同研究拠点
Joint research platformとしての展開
・国内外の大学、企業との協働拠点
・海事関連ベンチャーの誘致、拠点提供
国際会議場としての利用
・2年に一度、海事技術の国際会議を開催

IMABARI Ocean Techno-Campus（イメージ）

図. 写真はナント(仏）の同種施設。

愛媛大学の新たな学び（海事産業特別コース）とその拠点

設置準備委員会 今治サテライト

2025. 5月22日

2026.4月

2028.4月
◇３年次以降は今治で修学

すべての単位を取得可能
・海事産業特別コース(3年次)配属
・3年次編入生入学

2030.4月
（繰り上げの予定）
◇大学院コースを設置

→修士,博士が今治で取得可能

◇工学部海事産業特別コース設置の
プレス発表（「FLOW」＠今治地域地場
産業振興センター）

◇工学部に海事産業特別コースを設置
1期生入学(20名程度）

令和7年

令和8年

令和12年

令和10年



「バリシップ2025」関連イベント「Flow」
2025年5月22日（木）

徳永市⾧、仁科学⾧によるトークセッション
テーマ：今治海事都市発展ビジョンの推進、

海事都市・今治の未来創生

コンソーシアムの皆様と記念撮影

仁科学⾧による新コースのお披露目



2026年４月 愛媛大学工学部海事産業特別コース 設置
広く総合的に「モノづくり」に関する工学を学び、海事産業全体を俯瞰できる人材を養成する教育コース

〇身につく能力

機械工学コースで開講している授業をベースに、複数コースの専門科目を併せ
たカリキュラムで、「モノづ くり」について幅広い知識を習得できます。

愛媛県今治市は国内最大・世界屈指の海事拠点（国内シェ
ア：造船建造量 34％、外航船保有量 30％） です。当地に設
置する「今治サテライト」にて、世界基準で活躍する皆様と
協力して作る教育プログラムを通して、工学と共に海に関連
するビジネスの流れ全体にわたる総合的知識を習得できます。３年次には「今治サテライト」で、海事インターンシップ、船舶舶用工学実験、

探求型 PBL など、実際 の産業に触れる豊富な実習系科目を受講できます。

〇コースの特色

✓モノづくりに関する工学の基礎知識 ✓船についての基礎知識
✓船舶及び海洋構造物（※1）の規則、海洋法規 ✓海運を含めた海事ビジネスについて俯瞰する能力

(2) 海事産業全体を俯瞰する講義の充実(1) 幅広いモノづくりが履修できるカリキュラム

(3) 産学連携での実習科目の充実

※1 発電や・石油生産・海上空港など、一般に海洋開発に使用される構造物です

〇カリキュラム構成（専門教育科目）
(1)  自然科学・モノづくりに関する科目
設計製図、CAD 実習、材料力学、 機械力学、加
工学、金属溶接工学、 地球生態学 etc.

(2) 海事産業関連科目
船舶工学入門、海洋工学入門、
海事技 術、船舶性能基礎、 海事法規

(3) 船舶舶用、海事産業関連 実習科目
船舶舶用工学実験、
海事インターンシップetc.

〇入試 募集人員（定員目安 18名）

総合型選抜Ⅰ

４名

総合型選抜Ⅱ

４名

一般選抜（理型）
［１年次後学期のコース選択にて］

10名程度

〇卒業後の進路
「海事産業のスペシャリストとして地域社会で活躍できる人材へ」
・船舶設計、舶用機器設計を専門とするエンジニアへ
・汽船、海運の経営を行うエグゼクティブ・マネージャーへ

「えひめ海事産業協働コンソーシアム」は、愛媛県で学び育った高度エンジニアが海事産業に携わり その継続的な発展を支え
る循環を生み出す取組みである海事産業特別コースを応援します。
【コンソーシアム構成員】愛媛県、今治市、国土交通省四国運輸局、浅川造船株式会社、今治造船株式会社、株式会社新来島どっく、檜垣造船株式会社、
潮冷熱株式会社、ＢＥＭＡＣ株式会社、四国溶材株式会社、眞鍋造機株式会社、株式会社伊予銀行、株式会社愛媛銀行、愛媛信用金庫

海事都市・今治で、
世界から求められる

海事産業のスペシャリストを
目指す。



一般社団法人いまばり船みらい振興会の設立

 法人設立の目的
愛媛県における海事産業に関する教育および学術の振興を図り、新技術の研究・開発により
産業の持続的発展と人材育成に寄与する

 事業内容
1．海事産業を担う次世代人材の教育プログラムの企画・運営の支援
2．海事産業に携わる人材のリテラシー教育およびキャリア教育の支援
3．海事産業に関するシンポジウム、セミナー、講演会等の開催に関する支援
4．産業界、学会、官公所、金融機関等の連携による新技術の研究・開発の促進、支援およぴ

成果の普及広報活動
5．関係機関・団体との協力および情報交換

愛媛大学（主に工学部）

海事産業特別コース、航空宇宙船舶工学研究会（準正課活動）、
海事関連の研究・技術開発、社会人向け海事リカレント教育等
特定教員採用（今治に駐在）

法人社員
浅川造船株式会社
今治造船株式会社
株式会社新来島どっく
檜垣造船株式会社
潮冷熱株式会社
BEMAC株式会社
四国溶材株式会社
眞鍋造機株式会社
株式会社伊予銀行
株式会社愛媛銀行
愛媛信用金庫

2025年8月25日

賛助会員
株式会社みずほ銀行今治支店
三井住友信託銀行株式会社松山支店

支援 人材育成
研究・技術開発







知と技術の融合で拓く
海事都市今治の未来


